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研究成果の概要（和文）： 

 本研究の目的は、世界各国の日本語学習者に、よりよい読解支援環境を Web上で提供するこ
とである。代表者らはすでに読解学習支援システム『リーディング・チュウ太』を開発し Web
上で公開している。今回新たに文章の難易度の主要な決定要因である単語の難易度と構文の複
雑さに着目し、「学習者の視点にたった文章の難易度判定システム」を開発することを目指した。
そのため、本研究では世界各国の母語の異なる学習者を対象にした難易度判定実験を行い、そ
の結果を基に、単語と構文の双方に着目した文章の難易度判定システムを開発した。さらに、
チュウ太の辞書ツールにはデータ・マイニングシステムを組み入れ、日本語学習者の辞書利用
の実態調査を行った。利用者の推移や言語別の利用者数の変化および辞書のカバー率の調査を
通して、辞書開発に関する今後の課題も明らかになった。研究成果は、Web 上の読解学習支援
ツールとして世界の日本語学習者・教育関係者に無償公開している。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The present research is aimed at improving the overall quality and usefulness of a 
Web-based reading support system originally developed for learners world-wide who 
are studying Japanese as a foreign language (JFL). In order to improve the present 
system, attention was focused on determining the benchmark for levels of difficulty in 
terms of vocabulary difficulty and sentence complexity. JFL learners from a wide 
variety of language backgrounds were surveyed to determine which vocabulary items 
and grammatical structures pose comprehension difficulty for learners at different 
levels of proficiency. It was found that by taking both word difficulty and sentence 
complexity into account, a more well-rounded (comprehensive) determination of the 
overall level of difficulty could be made. Furthermore, techniques of data mining were 
used to determine trends in usage of the on-line Tutor dictionary. This kind of data is 
necessary for making adjustments in the information covered in the dictionary and for 
providing insights into how real learners use the dictionary. The results of this 
research will be incorporated into the on-line reading support system and made 
available to educators and learners throughout the world. 
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１．研究開始当初の背景 

 言語教育において、個々の学習者のレベル
にあった教材の選定は不可欠である。とりわ
け留学生 30万人計画が進められている現在、
文章全体の難易度判定を即座に行えるシス
テムが求められている。 
 研究代表者らは、すでに 1998 年に文中の
単語や漢字のレベル判定を自動で行う語彙
チェッカーと漢字チェッカーを開発し、1999
年には、辞書ツールや教材バンク等と統合さ
せて、読解学習支援システム『リーディン
グ・チュウ太』（http://language.tiu.ac.jp）
という形で Web 上の学習環境を構築し、イン
ターネット上で無償公開してきた。語彙チェ
ッカーと漢字チェッカーは、日本語能力試験
の出題基準に準拠して難易度判定を行うも
のであり、学習者はもとより日本語研究や日
本語教材の作成にも不可欠な存在となって
いる。また、システム全体が、Web 上の言語
学習環境として、日本語教育のみならず、世
界の言語教育分野において先駆的役割を果
たし、学習支援のスタンダードとなり、世界
各国の日本語学習者に利用され続けている。 
 だが、文章全体の難易度を判定するシステ
ムはまだ整備されていない。また、日本語学
習者の視点からの難易度判定も行われてい
ない。そこで、本研究では、学習者の視点に
立った文章の難易度判定システムを開発す
ることにした。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、世界各国の日本語学習者
に、よりよい読解支援環境を Web上で無償提
供することにある。そのため、文章の難易度
の主要な決定要因である単語の難易度と構
文の複雑さに着目し、「学習者の視点にたっ
た文章の難易度判定システムの開発と実証
研究」を行うことにした。 
 
３．研究の方法 
 研究内容は、大きく分けると次の 5項目に
なる。①日本語学習者を対象にした難易度判
定実験、②難易度を決定する個々の要因の抽
出ツールの開発、③難易度判定ツールの開発、
④難易度判定ツールの運用実験、⑤読解支援
システムを利用する学習者の実態調査、とい
う 5項目である。 
 これらを具体的に進めるにあたって、研究
は次のような流れで行った。 
a. 現行の単語難易度判定ツール「語彙チェ
ッカー」の改良 

b. 単語親密度・単語出現頻度をもとにした
単語難易度判定ツールの開発と運用実験 
c. 日本語学習者を対象にした難易度判定実
験とその分析 
d. 個々の難易度決定要因を自動抽出するツ
ールの開発と運用実験 
e. 文に含まれる単語の難易度と文の長さを
もとにした文章の難易度判定システムの開
発と運用実験 
f. 辞書ツールに組み入れ可能なデータ・マ
イニングシステムの開発と運用実験 
g. データ・マイニングによる学習者の辞書
利用の実態調査と分析 
h. 文章の難易度判定システムの構築と Web
サービスサーバーによる公開 
 
４．研究成果 
 研究内容ごとに成果を以下に報告する。 
①日本語学習者を対象にした難易度判定実
験 
 文の難易度判定実験は、ヨーロッパおよび
アジアの非漢字圏学習者と漢字圏学習者を
対象に行った。非漢字圏の学習者の総数は
382 名である。各国の学習者には、単語の難
易度や構文の複雑さが異なっている文につ
いて、i 難易度を判定する、ⅱ自らの母語に
翻訳するという 2種類の課題を課した。ⅱの
翻訳については、日本語および学習者の母語
ができる調査協力者が 3段階で評価した。 
 意識調査と翻訳調査の結果を因子分析し
たところ、次のことが明らかになった。 
a. すべてのレベルの学習者にとって、単語
（機能表現を含む）の難易度は文の難易度に
大きく影響する。 
b. すべてのレベルの学習者にとって、構文
の複雑さ（テ形および連用中止法、名詞修飾
節等）も文の難易度に影響を与える。 
c. 初級・中級学習者にとって、ゼロ格（特
に主格の省略）は文の難易度に影響を及ぼす。 
d. 中級学習者の翻訳調査では、モダリティ
やアスペクトに関係する補助動詞の使用が
文の難易度に影響を与える。 
 以上のほかに、初級学習者の翻訳調査にお
いては、視点の移動や慣用表現等も難易度を
高めることが明らかになった。 
 
②難易度を決定する個々の要因の抽出ツー
ルの開発 
 難易度判定実験の結果をうけて、文の難易
度に影響を及ぼす各要因（機能表現・名詞修
飾節・ゼロ格）を自動で検出するツールの開



発を行った。 
＜機能表現検出ツール＞ 
 機能表現の検出には、形態素解析システム
として MeCabを利用した。機能表現としては
グループジャマシイの『日本語文型辞典』の
見出し語を取り上げたが、マッチングの際に
各表現を文字列としてではなく、形態素列と
して扱うことにした。それによって直前の品
詞が限定されている場合にも対応が可能に
なった。機能表現検出ツールの仕組みは、次
のとおりである。 
①入力された文を、MeCab を用いて形態素解
析する。 
②形態素列で示された機能表現リストとマ
ッチングを行う。 
③リストにある形態素列が抽出された時『文
型辞典』の該当項目の辞書情報を表示する。 
 完成した機能表現検出ツールは『リーディ
ング・チュウ太』（http://language.tiu.ac.jp/）
に組み入れた。使用方法は、他のツールに準
じて、画面中央のテキストボックスに文章を
入力し、文型辞典のボタンを押すという形に
した。結果画面では、本文の機能表現は網掛
けで表示され、画面右の『文型辞典』の辞書
情報とリンクされ、該当項目がスクロールア
ップされるという仕組みである。 
＜名詞修飾節検出ツールの開発＞ 
 名詞修飾の検出には構文解析が必要なた
め、形態素解析システムとしては JUMAN、
構文解析システムとしては KNP を用いた。
名詞修飾は、係り受けの情報を基に被修飾名
詞を探し出し抽出した。この場合、名詞の直
前に修飾語があるものはすべて名詞修飾と
判定し、修飾語の長さについては考慮しない
ことにした。そのため代名詞や名詞に「の」
がついている場合（例：私の本、歴史の本）
や形容詞や形容動詞がある場合（例：おもし
ろい本、きれいな本）も名詞修飾とした。 

 名詞修飾の構文解析精度は、通常の漢字仮
名交じり文であれば、比較的高い。ただし、
係り受けがあいまいな文や副詞句が挿入さ
れた場合、解析精度は落ちる。このように名
詞修飾検出ツールは、JUMAN および KNP 

の性能に依存するため、より精度の高い検出
ツールを作るには、JUMAN や KNP の誤解
析への対処方法の模索が必要であることが
判明した。 

＜主格省略検出ツールの開発＞ 

 主格省略の検出にも、構文解析が必要なた
め、形態素解析シムテムとして JUMAN、構
文解析システムとして KNP を用いた。KNP 

に文章を入力すると、係り受け構造や形態素
の品詞情報が得られる。そこで「動態述語（動
詞）」もしくは「状態述語（形容詞・形容動
詞）」と判別された形態素に着目する。一方、
主格となり得る名詞には、格助詞「が」や係
助詞「は」「も」等が接続する。そこで、入

力文の「動態述語」や「状態述語」に係って
いる形態素から該当する名詞句を探し出す
という方法をとった。ここで問題となるのは、
「が」や「は」等の助詞が接続しても主格で
はないという場合である。そのため、検索エ
ンジンを活用して文中の名詞が主格になり
うるかどうかを判定する仕組みを完成させ
た。ただし、運用実験の結果、現時点での検
出精度は学習支援として活用するには、十分
高いとは言えないことが明らかになった。 

 

③難易度判定ツールの開発 
 名詞修飾節およびゼロ格検出ツールの運
用実験の結果をうけて、構文解析を用いずに
形態素解析のみを利用した難易度判定ツー
ルを開発する必要があることが判明した。そ
こで、構文が複雑になれば文が長くなり、難
易度も増すという仮説のもとに、文に含まれ
る単語の難易度と文の長さ（文字数および単
語数）を基準にした難易度判定ツールを開発
することにした。 
 新日本語能力試験を視野に入れ、N１から
N5 と級外（N1 より高いレベル）の 6 段階で
文の難易度を表示できるシステムの開発を
行った。日本語教科書と各分野の専門書をも
とに、6 段階の教材に含まれる単語の難易度
と文の長さ（文字数および単語数）を指標と
して、重回帰分析によって難易度の計算式を
求めた。 
 単語の難易度に関しては、基本的には旧日
本語能力試験の出題基準（1 級から 4 級およ
び級外の 5段階）をもとに判定を行うことに
した。ところが、運用実験の結果、出題基準
のみに準拠すると、特に会話文を中心とした
初級教材の判定に問題が生じることが明ら
かになった。そこで、あらかじめ入力文から
固有名詞を除いたデータを用いて、重回帰分
析を行うことにした。得られた計算式をもと
に、単語と文の長さ（文字数および単語数）
によって入力文の難易度を判定するツール
のβ版を完成させた。 
 
④難易度判定ツールの運用実験 
 今回開発した難易度判定ツールβ版の精
度を確かめるため、重回帰分析に使用した教
材とは異なる教材を用いて運用実験を行っ
た。教材は、あらかじめ 3名の日本語教師に
よって N1から N5までの 5段階評価を行った
ものを利用した。運用実験の結果、日本語教
師による判定と同じ判定を行うことができ
たものは 85%であった。また判定がずれたも
のに関しても、そのずれは 1 段階以内であっ
た。この結果から、今回開発した難易度判定
ツールは、教材作成のための補助ツールとし
て活用可能なものであることが判明した。 
 ただし、重回帰分析の元データであるレベ
ル別教材が異なれば、計算式も異なってくる。



また、単語の難易度を判定する際に、旧日本
語能力試験の出題基準でいいのかという問
題も残っている。そのため、今後の課題とし
ては、異なった教材によって得られた計算式
を基にした場合や、異なった基準の語彙リス
トを用いた場合との比較運用実験を行い、判
定の精度をより高めていく必要がある。 
 
⑤読解支援システムを利用する学習者の実
態調査 
 本研究において開発した難易度判定ツー
ルを読解支援システムに組み入れるに際し、
実際にどのような学習者がどのような形で
システムを利用しているのかを調査する必
要がある。そこで、『チュウ太の Web 辞書』
へのアクセスログを基に実態調査を行った。 
 調査期間は、2010年 4月から 2011年 11 月
の 20 か月間とし、調査は『チュウ太の Web
辞書』への全アクセスログを対象にした。な
お、調査に用いたアクセスログに関しては、
Web 上の入力画面に研究用に利用することが
ある旨明示するとともに、データはすべて統
計処理した形でのみ利用した。 
＜辞書の利用件数の分析＞ 
 調査期間中の辞書の総利用件数は 107,701
件で、月平均 5,600件の利用があった。 
アクセスデータを国別に分析したところ、辞
書利用の約９割は日本からのアクセスだっ
たが、ベトナム、シンガポール、ロシア、ハ
ンガリー、アメリカやヨーロッパ諸国のほか
に、キルギス、カタール、インド、ペルーな
ど、世界 70 か国からのアクセスがあった。 

 

    辞書の利用件数の変化 
 辞書の利用は、2010 年 5 月から 10 月にか
けて増加傾向にあり、多い時にはひと月
9,000 件に達した。その後減少し、現在は月
平均 4,000件程度になっている。これは、2010
年 5月に、介護のためのインドネシア語とタ
ガログ語版のミニ辞書を搭載し、朝日新聞等
で紹介されたことによって利用者が増えた
ためである。一方、①基本辞書の翻訳が完了
しているのは、ロシア語・ベトナム語のみで
ある、②一般の利用者にとっては、辞書とし
て出題基準の約 8600語では不十分である等、

ニーズを十分に満たせていないという状況
も影響していると考えられる。 
 また、各言語版の辞書の利用状況を調査し
たところ、次のようなことが明らかになった。 
① すべての言語版が利用されている。 
② 日本語版の利用者が一番多く、ついで英
語、インドネシア語、ベトナム語、中国語、
タガログ語、ロシア語の順である。このうち、
インドネシア語版の利用者は全体の 25％を
占めている。 
③ 複数の言語版を同時に表示させて利用し
ているケース（特に日本語版や英語版と他の
言語版の併用）が多い。 
 この結果をみると、多言語版辞書への期待
の大きさがわかる。とはいえ、現在のところ、
言語によっては提供可能な辞書情報がわず
かしかないものもある。そのため、辞書情報
の整備が終わっていない言語に関しては、③
のように複数の言語版を同時に表示させる
機能が有効となる。また、辞書としてはミニ
辞書のみが提供されているにもかかわらず、
インドネシア語版の利用者が多いことは注
目に値する。各言語において、辞書の翻訳が
間に合わない場合には、便宜的にミニ辞書で
あっても、より多くの単語の意味が検索可能
な辞書の整備が求められていると言えよう。 
＜入力文の調査＞ 
 入力文中に含まれている単語をもとに、利
用者がどのような文章の読解を目指してい
るかについて分析した。その結果、インドネ
シア語やタガログ語版の利用者と、その他の
言語版の利用者とでは入力文の傾向に大き
な違いがあることが明らかになった。 
 インドネシア語版とタガログ語版の入力
文に含まれる単語を調べると、介護・看護関
係の単語が上位にあがっている。おそらく、
EPA で来日した候補者たちが、介護・看護関
係の国家試験に備えた学習のために活用し
ているものと思われる。 
＜辞書のカバー率＞ 
 上述した通り、文章の難易度には、語彙の
難易度が最も強く影響する。そのため、学習
支援のためには辞書のカバー率が重要とな
る。そこで、インドネシア語版辞書のカバー
率を調査した。調査は 2010 年 12月の全アク
セスログを対象に行った。  
 調査の結果、入力文に対して、辞書収録語
（出題基準と介護語彙）のカバー率は 92.9%
であった。この値は、予測された値より低か
ったため、「その他」の語を詳しく調査した
ところ、次のようなことが明らかになった。 
① ルビ振りのある文や本来漢字で書かれる
語がひらがなで入力されたため、形態素解析
がうまく行かなかったケースがある。 
② 「子宮」「心拍」「胎児」等、看護関係の
語彙で辞書に未登録の物がある。 
③ 固有名詞が多く含まれている。 



 以上のことから、インドネシア語版辞書の
利用者のためには、次のような対応を考える
必要があることが明らかになった。 
① ルビ振り文やひらがなのべた書き文の入 
 力を避けるよう画面上で注意を喚起する。 
② 看護語彙を調査し、ミニ辞書を整備する。 
③ 固有名詞は地名・人名等の情報だけでも  
 価値が高いと思われるので早急に対応する。 
 
 以上が本研究の研究成果の報告である。 
 開発した単語の難易度と文の長さを指標
にした文の難易度判定ツールβ版は、現在 
http://basil.is.konan-u.ac.jp/chuta/level/ 

で公開している。今後、読解学習支援システ
ム『リーディング・チュウ太』及び『チュウ
太の Web辞書』に組み入れていく予定である。 
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